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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和6年10月2日

坂本土木株式会社

水力発電事業を実施し再生可能エネルギーの
普及に努める。

飛騨地区高校生の現場見学会及び大学生等の
インターンシップ受入れ。

DXデジタル技術を導入しクラウド管理に移行
。
社内業務のデジタル化・効率化を図る。

⑦エネルギーをみんなに
 そしてクリーンに,⑪住
み続けられるまちづくり
を

飛騨市宮川町内に2017年10月
より小水力発電所の営業運転
を開始している。

約5,600世帯規模の再生可能エネ
ルギーの創出を継続

発電事業を継続的に行うべく月1
回のダム・電気巡視と月次点検作
業、随時メンテナンスを実施する
。

④質の高い教育をみんな
に,⑪住み続けられるま
ちづくりを

⑧働きがいも経済成長も
,⑪住み続けられるまち
づくりを

令和6年度飛騨地区高校生の
現場見学会29名受入れ。
令和6年度大学生等インター
ンシップ4名受入れ。

令和6年度より社内業務効率
化に向けて「OBC奉行クラウ
ド」「原価管理システム　ド
ット原価」の導入。

現場見学会の受入回数
インターンシップの受入人数

社内業務のデジタル化

飛騨地区高校生の現場見学会に年
間1回以上の受入れ。
大学生等のインターンシップ3年
間で10名以上の受入れ。

令和7年度までに、導入したDXに
おいて、研修の終了、完全運用を
目指し、令和8年度には特定業務
の作業時間を30％削減する。

SDGｓ宣言を行い、「良い仕事して顧客の信頼を得る」をスローガンのもと、SDGｓ達成に向けて、重点課題・具体的な取り組みを決定し
、月に1回開催する社内会議にて継続して意識確認を図っている。

・ＳＤＧｓの取組み記載ページのURL：　　http://www.sakamoto-web.co.jp
・ホームページ以外の取組みの公表方法：　本社事務所の入り口掲示板にSDGｓ宣言した重点課題・具体的な取り組みを掲示している。


